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気候変動対策に森の力を
森の価値を広げる“森林クレジット”とは

特集

株式会社あしだ
注目企業を訪ねる

秋田杉が包み込む“本のコロセウム”
「中嶋記念図書館」

好木心
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吸
収
・
除
去
系
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
、
森
林

由
来
の
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。

森
林
由
来
の
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
現

状
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

認
証
量
は
２
０
２
３
年
以
降
大
き
く

伸
び
て
い
ま
す
。

　

森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
ク
レ

ジ
ッ
ト
認
証
量
は
２
０
２
３
年
よ
り
急
増

し
て
い
ま
す
（
図
１
）
。

　
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
森
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
は
３
つ
の
方
法
論
が
あ
り
ま
す
。
①
手

入
れ
が
必
要
な
森
林
に
対
し
、
間
伐
な
ど

の
適
切
な
管
理
を
行
う「
森
林
経
営
活
動
」、

②
森
林
で
な
か
っ
た
土
地
に
新
た
に
木
を

植
え
て
造
成
に
取
り
組
む「
植
林
活
動
」、

③
伐
採
跡
地
な
ど
の
無
立
木
地
に
再
び
植

林
を
行
う「
再
造
林
活
動
」で
す
。

「
１
ｔ-
Ｃ
Ｏ
２
」以
外
の
価
値
を
広
め

る
取
り
組
み
に
期
待
し
ま
す
。

  

「
１
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
」
以
外
の
価
値
を
ど
う

伝
え
て
い
く
か
が
、
今
後
の
課
題
で
す
。

　

昨
今
、
世
界
で
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
質
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
気
候
変
動

対
策
に
は
貢
献
し
て
も
、
生
物
多
様
性
な

ど
他
の
分
野
に
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
う

も
の
は
、
質
の
良
い
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
適
切
に
管
理
さ
れ
た
森
林
が

持
つ
、
気
候
変
動
対
策
に
と
ど
ま
ら
ず
多

様
な
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
価
値
が
、

し
っ
か
り
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

企
業
に
は
、
ぜ
ひ
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

活
用
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
活
用
し
て

自
社
製
品
を
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
製

品
と
し
て
販
売
す
れ
ば
、
Ｂ
to
Ｃ
企
業
で

は
環
境
貢
献
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
な
る
と
と

も
に
、
消
費
者
へ
の
気
候
変
動
に
関
す
る

普
及
啓
発
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
で
し
ょ

う
。
Ｂ
to
Ｂ
企
業
に
と
っ
て
も
意
義
が
あ

り
ま
す
。
昨
今
は
投
資
家
か
ら
大
手
企
業

へ
の
気
候
変
動
対
応
の
要
請
が
強
ま
り
、

そ
れ
が
大
手
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ

る
中
小
企
業
に
も
波
及
し
て
い
ま
す
。
自

社
の
削
減
努
力
に
加
え
て
森
林
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
取
引
先
へ
の
有

効
な
ア
ピ
ー
ル
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。　

Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
だ
け
で
は
な
く

森
を
守
り
地
域
を
支
え
る

な
ぜ
今
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
が

注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
気
候
変
動
に
対

す
る
取
り
組
み
の
１
つ
だ
か
ら
で
す
。

　

今
夏
は
全
国
で
記
録
的
な
大
雨
が
相
次

ぎ
、
深
刻
な
水
害
が
多
発
し
ま
し
た
。
そ

の
要
因
の
１
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
地

球
温
暖
化
で
あ
り
、
背
景
に
あ
る
の
が
、 

Ｃ
Ｏ
２
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）

で
す
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
削
減
の
重
要
性
は
世
界

の
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は

２
０
５
０
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
を
掲
げ
、一
定
規
模
以
上
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ

を
排
出
す
る
企
業
を
対
象
と
し
た
排
出
量

取
引
制
度
が
今
年
か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
企
業
に
は
排
出
量
の
上
限
と
な
る

排
出
枠
が
割
り
当
て
ら
れ
、
上
限
を
超
え

る
場
合
は
不
足
分
の
排
出
枠
を
調
達
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
排
出
量
の

一
定
割
合
ま
で
は
、
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
＊
１

な
ど
の
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
も
充
当
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
に
は
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
か
。

「
削
減
系
」と「
吸
収
・
除
去
系
」が
あ

り
ま
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の

削
減
・
吸
収
量
を「
１
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
」単
位
で

認
証
し
て
取
り
引
き
で
き
る
よ
う
に
し
た

も
の
で
す
。
取
り
組
み
内
容
の
違
い
に
よ
っ

て
、
排
出
そ
の
も
の
を
抑
制・回
避
す
る「
削

減
系
」と
、
す
で
に
大
気
中
に
排
出
さ
れ
た

Ｃ
Ｏ
２
を
取
り
除
き
貯
留
・
固
定
す
る「
吸

収・除
去
系
」の
２
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

  「
削
減
系
」に
は
、
省
エ
ネ
機
器
の
導
入

と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上
、
化

石
燃
料
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
な
ど
の
取
り
組
み
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
「
吸
収
・
除
去
系
」
で
は
適
切

な
植
林
や
間
伐
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
・

固
定
す
る
森
林
管
理
・
整
備
の
ほ
か
、
植

物
な
ど
を
炭
化
し
た
バ
イ
オ
炭
を
農
地
に

施
用
し
て
土
壌
に
炭
素
を
貯
留
す
る
取
り

組
み
、
藻
場
や
干
潟
な
ど
の
沿
岸
生
態
系

が
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
・
貯
留
す
る
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
気
中

の
Ｃ
Ｏ
２
を
直
接
回
収
し
て
地
中
に
貯
留

す
る
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
＊
２
な
ど
、
技
術
を
活
用

し
た
除
去
も
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。
現

在
、
日
本
国
内
で
入
手
で
き
る
代
表
的
な

　

森
林
由
来
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
な
ど
他
の
Ｊ-

ク
レ

ジ
ッ
ト
と
比
較
し
て
、
高
い
価
格
で
売
買

さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す（
図
２
）。
こ
れ

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
に
か
か
る
コ
ス
ト

が
高
い
こ
と
が
一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

加
え
て
、
森
林
に
は「
１
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
」以

外
の
価
値
が
あ
る
点
も
売
買
価
格
に
反
映

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
意
義
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。

「
吸
収
・
除
去
系
」
で
あ
り
、
コ
ベ

ネ
フ
ィ
ッ
ト
＊
３
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
に
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
削
減
を
最
大

限
進
め
る
こ
と
に
加
え
て
、
そ
れ
で
も
な

お
残
る
排
出
量
を
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
・
除
去

で
バ
ラ
ン
ス
す
る
こ
と
も
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
、
吸
収
・
除

去
系
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
今
後
ま

す
ま
す
重
要
性
が
増
す
と
考
え

ら
れ
、
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
役

割
も
大
き
く
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
収

益
が
森
林
所
有
者
や
林
業
に
還

元
さ
れ
、
間
伐
な
ど
の
森
林
整

備
が
進
む
こ
と
で
、
森
林
や
生

物
多
様
性
の
保
全
、
水
源
涵か
ん
よ
う養

や
土
砂
災
害
の
防
止
、
地
域
産

業
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
は

＋
α
の
価
値
に
な
り
得
る

森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
購
入
者・創
出
者
に

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
。

購
入
者
に
と
っ
て
は
環
境
や
地
域
貢

献
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
な
り
、
創
出
者
に
と
っ

て
は
新
た
な
収
益
源
に
な
り
ま
す
。

　

20
年
前
か
ら
気
候
変
動
を
中
心
と
し

た
環
境
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
き
た
当
社
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
活
用
し
た
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ

ト
＊
４
の
取
り
組
み
を
当
初
か
ら
支
援
し

て
お
り
、
特
に
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
積

極
的
に
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

「
ゆ
か
り
の
あ
る
地
域
の
森
林
づ
く
り
に

貢
献
」
な
ど
、
自
社
と
結
び
付
け
た
ス

ト
ー
リ
ー
と
し
て
対
外
的
に
説
明
し
や

す
い
か
ら
で
す
。
ま
た
、
地
域
で
創
出

さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
地
域
の
企
業
が

活
用
す
る
こ
と
で
、
資
金
が
地
域
内
で

循
環
す
る
取
り
組
み
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

森
林
を
保
有
す
る
創
出
者
に
と
っ
て
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
が
新
た
な
収
益
源
と
な

り
、
さ
ら
な
る
森
林
整
備
な
ど
の
資
金
に

充
て
ら
れ
ま
す
。

森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
に
向
け
て
、
課

題
や
期
待
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

カーボンニュートラルの実現に向けて、CO2排出量の削減だけでなく、
CO2を吸収・除去する取り組みの重要性が増している。

日本は森林が国土の約３分の２を占めており、CO2の吸収に大きな役割を担う。
森林はCO2吸収だけでなく、水を育み土砂災害を防ぎ、生物多様性を保全するなど多面的な機能を持つ一方、

担い手不足や採算性の課題により適切な管理が行き届かないという深刻な課題も抱えている。
これらの課題解決の一助として期待されているのが、森林由来のカーボンクレジット（以下、森林クレジット）だ。

今号では、森林クレジットについて解説するとともに、その創出や購入に取り組む事例を紹介する。

特  集

＊1 J-クレジット：CO2等の排出削減量や吸収量を「クレジット」として国が認証する制度
＊2 DACCS：Direct Air Capture with Carbon Storage

＊3	 コベネフィット：気候変動対策など、1つの活動が同時に複数のプラス効果をもたらす相乗便益のこと
＊4	 カーボン・オフセット：自社の排出量や自社の製品・サービスの排出量を把握し、削減の努力をした上で、

残ってしまう排出量をクレジットで埋め合わせること　

株式会社ウェイストボックス
環境ソリューション第3事業部

 部長 取締役 
シニアコンサルタント LCAエキスパート

山本 裕子 氏
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気候変動対策に森の力を
 森の価値を広げる“森林クレジット”とは

出所：林野庁

図1.	森林管理プロジェクトによる
	 クレジット認証量の推移（累計）（2026年3月現在）
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出所：東京証券取引所

図2.	東証におけるカーボンクレジット市場の
	 売買状況（2023年10月11日～2026年9月30日）

クレジットの種類
約定値段（円）

加重平均 安値〜高値
省エネルギー 2,983 1,510～5,450

再生可能エネルギー（電力） 4,666 1,500～6,600
再エネ（電力：木質バイオマス） 3,855 1,850～5,400
再生可能エネルギー（熱） 3,758 2,000～5,500
J-クレジット 森林 5,396 4,300～9,900
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協
力
を
得
て
２
０
１
７
年
に
、“
伐
っ
た

ら
植
え
る
”
循
環
型
林
業
で
地
球
温
暖
化

防
止
を
目
指
す
「
出
雲
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
登
録
に
至
り
ま
し
た
。

　
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
得
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動
の
一
環
と
位
置
付
け
て
お
り
、
本
業
の

源
泉
で
あ
る
山
林
の
保
全
に
直
接
貢
献
で

き
る
た
め
、
木
材
を
扱
う
事
業
と
は
不
可

分
の
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
社
が
所
在
す
る
島
根
県
は
森
林
面
積
率

が
高
い
一
方
、
林
道
の
整
備
が
遅
れ
て
お

り
、
材
を
搬
出
で
き
な
い
と
い
う
課
題
も

抱
え
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
林
業
経
営

に
は
「
大
型
重
機
が
入
れ
る
道
を
つ
け
る

こ
と
」
が
必
要
で
す
。
大
型
重
機
の
導
入

に
よ
り
業
務
効
率
化
が
図
れ
れ
ば
、
若
者

の
就
労
促
進
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
お

り
、
当
社
で
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
収
益
を

10
ｔ
車
が
通
行
可
能
な
林
道
の
整
備
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

ク
ト
”
を
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。

　

電
子
材
料
の
製
造
プ
ロ
セ
ス
で
使
用
す

る
乾
燥
設
備
は
高
温
か
つ
大
量
の
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
た
め
、
都
市
ガ
ス

の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
見
当
た
ら
な
い
状

況
で
す
。
こ
の
た
め
、
最
終
的
な
排
出
量

を
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
で
オ
フ
セ
ッ
ト
（
相

殺
）
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
中
で
も
地

元
に
還
元
で
き
る
な
ど
相
乗
効
果
の
あ
る

方
法
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
住
友
林
業

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
森
か
ち
」
＊
２
を

通
じ
て
、
新
潟
県
に
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

「
ト
キ
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
の
で
す
。

　

私
自
身
、
生
ま
れ
育
っ
た
新
潟
県
の
山

林
が
適
切
に
管
理
・
保
全
さ
れ
な
い
ま
ま

荒
廃
し
て
い
く
現
状
の
厳
し
さ
を
痛
感
し

て
お
り
、
林
業
の
衰
退
に
も
強
い
危
機
感

を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
民
間
企
業
が
森
林

　

当
社
で
は
、
社
有
林
か
ら
伐
採
し
た
木

材
資
源
を
加
工
し
、
県
産
材
の
利
用
促
進

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ

ト
取
得
の
き
っ
か
け
は
、
10
年
以
上
前
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
視
察
し
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ

ジ
ッ
ト
に
つ
い
て
知
っ
た
こ
と
で
す
。
当

時
か
ら
Ｃ
Ｏ
２
排
出
権
取
引
を
義
務
化
す

る
国
も
あ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
需
要
は
日
本

に
も
訪
れ
る
と
考
え
、
社
有
林
で
Ｊ-

ク

レ
ジ
ッ
ト
を
取
得
す
る
取
り
組
み
を
開
始

し
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の

　

当
社
の
売
り
上
げ
の
６
割
強
を
占
め
る

電
子
材
料
部
門
に
お
い
て
、
主
要
取
引
先

で
あ
る
海
外
の
関
連
企
業
が
２
０
３
０
年

ま
で
に
Ｒ
Ｅ
１
０
０
＊
１
達
成
を
宣
言
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
長
期
的
に
は
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
及
び
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
取
り
組
ま
な
い
企
業
は

取
引
先
と
し
て
選
ば
れ
に
く
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
と
危
機
感
を
覚
え
ま
し
た
。
こ

れ
が
“
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

島
根
県
出
雲
市
で
製
材
・
プ
レ
カ
ッ
ト
業
を
営
む
須
山
木
材
は
、
地
域
に
お
よ
そ

１
０
０
０
ha
の
山
林
を
保
有
し
、
林
道
整
備
や
間
伐
な
ど
適
正
な
森
林
管
理
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
２
０
１
５
年
か
ら
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
取
得
の
取
り
組
み
を
開
始
し
、
環
境
保
全

だ
け
で
な
く
地
域
経
済
の
活
性
化
や
木
育
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
つ
な
げ
て
い
る
。

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連
材
料
な
ど
の
開
発
・
製
造
・
販
売
を
手
掛
け
る
有
沢
製
作
所
は
、

２
０
２
０
年
に
各
部
門
の
代
表
者
が
中
心
と
な
っ
て
脱
炭
素
化
を
推
進
す
る“
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”を
始
動
し
た
。
２
０
２
１
年
に
は
取
り
組
み
を
よ
り
強

化
す
べ
く
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
活
用
。
本
社
を
置
く
地
元
・
新
潟
県
の
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
購
入
し
、
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

〝
ス
ニ
ー
カ
ー
で
歩
け
る
林
道
〟
整
備
で

気
軽
な
林
業
体
験
と
林
業
活
性
化
を
目
指
す

「
ト
キ
が
舞
う
新
潟
の
森
を
守
る
」

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
と
脱
炭
素
化
へ
の
答
え

ー 

須
山
木
材
株
式
会
社

ー 

株
式
会
社
有
沢
製
作
所
　

　
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
は
地
域
の
銀

行
に
仲
介
し
て
も
ら
い
、
販
売
時
に
銀
行

へ
手
数
料
を
支
払
う
仕
組
み
で
す
。
銀
行

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
信
頼
に
よ
り
、
多
く

の
業
種
・
企
業
へ
の
認
知
拡
大
が
で
き
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

一
定
量
以
上
の
購
入
企
業
に
対
し
て
は
調

印
式
を
実
施
し
、
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

て
も
ら
う
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
社
会

貢
献
活
動
と
し
て
の
高
い
Ｐ
Ｒ
効
果
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
多
く
な
る
傾

向
に
あ
る
製
造
系
企
業
を
購
入
者
と
し
て

想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
施
設
や
洋
菓
子
店
、
工
務
店
な
ど 

Ｂ
to
Ｃ
企
業
か
ら
の
関
心
も
高
く
、
環
境

意
識
の
高
い
消
費
者
の
興
味
を
引
き
つ
け

る
“
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
付
与
”
が
購

入
企
業
に
と
っ
て
の
差
別
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

気
候
変
動
対
策
だ
け
で
な
く

木
育
や
地
域
活
性
化
に
も

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
企
業
に
向
け
て
１

泊
２
日
の
森
林
ツ
ア
ー
を
企
画
し
な
が
ら
、

森
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
機
会
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
記
念
樹
の
植
樹
や
出
雲
大
社

な
ど
の
木
造
建
築
の
観
光
を
組
み
合
わ
せ
、

木
と
地
域
の
魅
力
を
体
験
で
き
る
内
容
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
林
業
の

活
性
化
や
生
態
系
の
維
持
な
ど
様
々
な
好

循
環
が
生
ま
れ
れ
ば
、カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ

ト
に
と
ど
ま
ら
な
い
意
義
を
持
ち
ま
す
。

加
え
て
、「
ト
キ
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は

ト
キ
の
生
息
維
持
に
向
け
た
山
林
管
理
と

い
う
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
ち
、
特
に
新
潟

県
で
は
強
く
共
感
を
呼
ぶ
〝
ト
キ
を
守
る
〟

と
い
う
ポ
イ
ン
ト
が
、
地
域
密
着
企
業
と

し
て
選
定
の
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
。

「
企
業
評
価・採
用・社
員
の

環
境
意
識
」ー
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
が

生
ん
だ
一
石
三
鳥
の
効
果

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
２
０
２
５
年
に
竣
工

し
た
「A

R
ISA

W
A

 In
n

o
vatio

n 
Center

」の
設
立
記
念
式
典
運
営
の
オ
フ

セ
ッ
ト
と
し
て
20
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
分
を
購
入
し

て
い
ま
す
。
２
０
２
６
年
は
同
じ
く「
ト

キ
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」か
ら
、
お
よ
そ

１
０
０
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
を
購
入
す
る
予
定
で
す
。

森
林
保
全
な
ど
を
通
じ
た
気
候
変
動
対
策

の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
将
来
的
な
需
要

拡
大
に
備
え
て
、
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
社

内
で
保
有
し
て
お
く
方
針
で
す
。

　

森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
は
社
外
か
ら

高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
環
境
に
配
慮

し
た
開
発
を
推
進
す
る
企
業
と
し
て
の
Ｐ

Ｒ
効
果
も
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

し
て
い
ま
す
。

　

森
林
由
来
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
は
、

伐
採
・
活
用
・
植
林
と
い
う
好
循
環
を
生

み
出
し
、
経
済
活
動
と
脱
炭
素
化
の
両
立

に
貢
献
し
ま
す
。
近
年
、
豪
雨
に
よ
る
水

害
な
ど
を
通
し
て
気
候
変
動
を
肌
で
感
じ

る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

改
め
て
危
機
感
を
持
ち
、
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収

す
る
森
林
の
価
値
を
見
直
す
べ
き
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ

ト
へ
の
取
り
組
み
は
森
を
守
る
た
め
の
方

法
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、
国
際
情
勢
や
海
外
の
伐
採
規
制
で

輸
入
材
の
安
定
調
達
へ
の
懸
念
も
高
ま
る

中
、
国
産
材
の
活
用
や
自
給
体
制
の
整
備

に
も
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、「
ス
ニ
ー
カ
ー
で
歩
け
る
林

道
整
備
」
に
よ
り
、
誰
も
が
気
軽
に
森
林

を
体
験
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組

み
、
木
育
な
ど
を
通
じ
て
林
業
へ
の
関
心

を
高
め
、
新
た
な
担
い
手
の
発
掘
も
目
指

し
ま
す
。
そ
し
て
、
森
林
と
い
う
地
域
資

源
を
生
か
し
な
が
ら
地
域
経
済
の
活
性
化

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ら
に
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
社
内
の
意

識
改
革
に
も
波
及
し
て
お
り
、
社
員
一
人

ひ
と
り
が
環
境
配
慮
を
意
識
し
な
が
ら
脱

炭
素
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
い
う
好

循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
循
環
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
環
境
配
慮
型
製

品
を
開
発
し
た
部
門
の
表
彰
や
、
製
造
現

場
で
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
達
成
に
対
す
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
も
創
設
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
社
の
取
り
組
み
を
知
り
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
段
階
か
ら
環
境
に
関

わ
る
仕
事
を
志
望
す
る
学
生
が
増
え
る
な

ど
、
人
材
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
新
潟
県
に
お
い
て
採
用
面
で
も
大
き

く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
よ
う
な
地
産
地
消

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
は
別
の
大
き
な
魅
力
が

あ
り
ま
す
。
地
域
の
環
境
を
守
り
、
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
へ
の

投
資
は
、
企
業
価
値
の
向
上
に
大
き
く
貢

献
す
る
は
ず
で
す
。
今
後
、
自
治
体
や
地

元
企
業
の
参
加
が
増
え
、
森
林
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
活
用
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

代表取締役社長

須山 政樹 氏

上席執行役員 
DX推進本部 本部長
生産本部 副本部長 

生産技術部担当

田邉 崇人 氏

創
出

事
例
①

購
入

事
例
②

＊1 RE100：企業が自らの事業の使用電力を100％再エネで賄うことを目指す国際的なイニシアチブ
＊2 森かち：P6にて紹介

子どもも森林体験が可能2025年9月に竣工した、環境配慮型製品の開発拠点でもあ
る「ARISAWA Innovation Center」

出雲の森から循環型林業を目指す
新潟県佐渡市の森林管理を適切に実施し、国際保護鳥である
トキ（写真）の生息環境向上をはじめ森林生態系の保全に貢
献する「トキの森プロジェクト」（実施者：公益社団法人新潟
県農林公社）

気候変動対策に森の力を
 森の価値を広げる

“森林クレジット”とは

特  集
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　森林には、木材生産をはじめ水源の涵
かんよう
養、土砂災害防止、

生態系の維持など、多くの公益的な役割があります。しか
し現在、担い手や整備資金の不足などにより、これらの機
能を十分に発揮できない森林が多く存在します。また、老
齢化した森林のCO2吸収量が低下するなど、国内の森林は
課題を抱えています。これらの課題解決には「伐って、使っ
て、植えて、育てる」という循環をつくることが必要です。
そして、この適切な森林管理のための費用を補う新たな収
益源として注目されているのが“カーボンクレジット”です。
さらに、カーボンニュートラルの実現に向けても、CO2を
吸収する森林の貢献度は高く、森林クレジットのマーケッ
ト活性化が期待されています。
　現在、日本国内で入手できる代表的なカーボンクレジッ
トであるJ-クレジットでは、森林由来に関して、「クレジッ
ト認証手続きが複雑である」「審査機関の業務負荷が大きい」
「購入者が創出プロジェクトの特色を理解しにくい」などの
課題がありました。そこで開発したのが、森林由来Ｊ-ク
レジットの創出・審査・取引を包括的に支援するプラット
フォーム「森かち」です。
　創出支援では、森林簿や森林経営計画、間伐箇所など必
要な情報をデータベース化。クレジット算定に必要なデー
タの自動入力や地図上でのデータ一括管理などにより、ク
レジット創出を効率的に実施する機能を提供しています。
また、デジタル化された審査書類をオンライン上で確認で
きるようにすることで、審査機関の負担削減も実現しました。
　販売支援としては、購入希望者に魅力が伝わる情報発信
が挙げられます。プロジェクトごとに、森林や地域の魅力

等をまとめたWEBページを作成しており、森のストーリー
をしっかりと伝えることで販売を後押しします。また、
GIS＊機能の提供により、購入者自らプロジェクト対象森
林の位置を確認できます。自社と関連する地域のクレジッ
トを購入したいといったニーズに応え、購入者が知りたい
情報を分かりやすく掲載することでスムーズな取引につな
げることが可能です。

小規模私有林でもクレジット創出へ
　クレジットの発行プロセスを効率化する「森かち」の強
みは、当社が長年の社有林管理で培ったGIS活用ノウハウ
により、位置情報にひも付くデータ管理ができる点です。
認証の重複（ダブルカウント）防止や認証された森林の位
置確認はもちろんのこと、森林簿と現況の乖

かい
離
り
に対して、

航空・衛星画像も活用しながら位置を確認・管理すること
ができます。
　日本の森林面積は国土の約７割を占めますが、個人によ
る小規模所有が多く、単独での創出は採算が取りにくいと
いう現状があります。この現状を打開するために、栃木県
塩谷町では「森かち」を活用し、町有林に加えて小規模な
私有林を束ねてJ-クレジットの創出を目指す取り組みも始
まっています。樹種や樹齢の違いにより創出クレジット量
は異なりますが、これらの情報をデータ化することで、個
別の吸収量算出も可能になります。
　今後は、需要増加が想定される森林クレジットに対し、
販売者・購入者が共に適正価格で取引できる調整役を目指
すことも「森かち」の役割であると考えています。

住友林業はNTTドコモビジネス（旧NTTコミュニケーションズ）と協
業し、森林由来J-クレジットの創出者・審査機関・購入者の3者を支
援するプラットフォーム「森かち」の提供を2024年から開始。3者そ
れぞれの課題を解消し、マーケットの活性化につなげることで、森林の
価値を高め、森林の整備推進と林業による地域活性化を目指している。

森林由来Ｊ‒クレジットの包括的支援サービス
「森かち」

住友林業㈱ 資源環境事業本部
森林技術部

森林ソリューショングループ リーダー

曽根 佑太

住友林業㈱ 資源環境事業本部
森林技術部

森林ソリューショングループ

田中 耕生

＊ 地理情報システム（GIS：Geographic Information System）：位置に関する情報を持ったデータを総合的に管理・加工し、コンピューター上の地図に重ね合わせ可視化・分析するシステム

気候変動対策に森の力を
 森の価値を広げる

“森林クレジット”とは

特  集

クレジット
創出者・販売者

クレジットが
解る

クレジットを
創出する

クレジットを
販売する

クレジット
購入者

クレジットが
解る

審査機関 クレジットを
選ぶ

● 「森かち」の概要

1 森かちシステム

2 クレジット創出
　 コンサルティングサービス

①ランディングページ
森林由来J-クレジットや森かちについて知る

②クレジット発行支援機能
・プロジェクト登録・モニタリング報告の効率化
・クレジットの信頼性向上

④データ整備支援サービス
クレジットに関わる様々なデータを

デジタル化

⑤クレジット申請支援サービス
コンサルタントがプロジェクト登録・

モニタリング報告を支援

住友林業 NTTドコモビジネス

基礎知識 J-クレ最新情報 特集ページ サービスコンセプト

審査・検証支援機能プロジェクト登録支援機能
モニタリング報告支援機能 GISデータ管理機能

③クレジット取引サービス
・プロジェクトの特色を魅力的に伝える
・クレジットの取引を円滑化

クレジット購入機能クレジット販売機能
クレジット管理機能 クレジット検索・閲覧機能

森かち

クレジットを
審査する クレジットを

購入する

● 問い合わせ先
森かち 
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＊1	 叉首梁：「叉首」と呼ばれる屋根を支える斜めの材を受け、その荷重を柱などに伝える横向きの梁
＊2	 重ね透かし梁：複数の横材を上下に重ね、間に木材を挟んで一体化した木造の梁

田
県
秋
田
市
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
公
立
大
学
法
人
国

際
教
養
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
。
そ
の
中
核
を
成
す
の
が
「
中

嶋
記
念
図
書
館
」
だ
。「
い
つ
で
も
勉
強
で
き
る
場
を
提
供

し
た
い
」
と
い
う
、
故
・
中
嶋
嶺
雄
初
代
学
長
の
思
い
か
ら
、
在
学
生
と

教
職
員
に
は
24
時
間
３
６
５
日
開
か
れ
て
い
る
。
設
計
を
手
掛
け
た
の
は
、

建
築
家
の
仙
田
満
氏
と
、
環
境
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ス
モ
ス
設
計
共
同
企
業
体
。

学
生
た
ち
が
本
と
真
剣
に
向
き
合
う
「
本
の
コ
ロ
セ
ウ
ム
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
本
と
人
が
出
会
う
劇
場
の
よ
う
な
空
間
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。

   「
グ
レ
ー
ト
ホ
ー
ル
」
と
名
付
け
ら
れ
た
半
円
形
の
大
空
間
で
は
、
中
央

に
立
つ
６
本
の
柱
か
ら
梁は
り

が
放
射
状
に
伸
び
て
お
り
、
ま
る
で
巨
大
な
和

傘
の
よ
う
だ
。
遮
音
性
や
水
密
性
、
積
雪
な
ど
を
考
慮
し
て
、
外
周
を	

Ｒ
Ｃ
壁
と
し
、
そ
の
内
側
に
放
射
状
の
二
重
組
立
梁
を
配
置
。
二
重
組
立

梁
は
叉さ

す首
梁
＊
１
と
重
ね
透
か
し
梁
＊
２
を
縦
に
重
ね
た
も
の
で
、
小
径
木

で
大
荷
重
・
長
ス
パ
ン
に
対
応
す
る
架
構
と
な
っ
て
い
る
。
放
射
状
の
梁

が
集
ま
る
中
心
部
は
、
密
集
を
避
け
つ
つ
梁
ス
パ
ン
を
短
縮
す
る
た
め
に
、

鉄
骨
の
円
弧
梁
で
放
射
状
の
梁
を
受
け
る
構
造
だ
。
ま
た
屋
根
面
は
、
積

雪
の
荷
重
に
耐
え
る
た
め
、
構
造
用
合
板
を
貼
っ
て
安
定
性
を
確
保
し
た
。

コ
ス
ト
を
抑
え
つ
つ
意
匠
性
を
担
保
す
る
た
め
、
二
重
組
立
梁
に
は
、
秋

田
杉
の
一
般
流
通
製
材
を
活
用
し
、
接
合
箇
所
に
は
日
本
伝
統
の
継
手
・

仕
口
を
用
い
て
い
る
。

　
外
周
に
沿
っ
て
曲
線
を
描
く
壁
は
巨
大
な
書
架
と
な
っ
て
お
り
、
階
段

状
に
連
な
る
書
架
と
合
わ
せ
て
約
８
万
７
０
０
０
冊
を
収
蔵
。
書
架
の
裏

に
設
け
た
学
習
ス
ペ
ー
ス
は
、
勉
強
に
集
中
で
き
る
よ
う
あ
え
て
他
の
利

用
者
が
目
に
入
ら
な
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　
木
材
の
美
し
さ
を
際
立
た
せ
る
架
構
と
、
学
ぶ
意
欲
を
心
地
よ
く
刺
激

す
る
緻
密
な
空
間
設
計
が
高
く
評
価
さ
れ
、
同
館
は
日
本
建
築
家
協
会
賞
、

国
際
建
築
賞
２
０
１
０
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
な
ど
数
々
の
賞
を
受
賞
し

た
。
木
に
包
ま
れ
た
「
知
の
闘
技
場
」
に
は
、
昼
夜
問
わ
ず
ペ
ー
ジ
を
め

く
る
学
生
た
ち
の
姿
が
あ
り
、
中
嶋
氏
の
志
を
受
け
継
ぐ
よ
う
に
今
日
も

人
と
本
を
結
ん
で
い
る
。

秋田杉が包み込む
“本のコロセウム”
「中嶋記念図書館」

秋

秋田県
秋田市
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＊	森林経営計画：森林所有者または森林の経営の委託を受けた者が、自らが森林の経営を行う一体的なまとまりのある森林を
対象として、森林の施業及び保護について作成する5年を1期とする計画

本　　社 	●	京都府南丹市日吉町
		  胡麻下道26
創　　業 	●	1963年
資 本 金 	●	2,000万円
従 業 員 	●	18名
事業内容 	●	林業、山林整備、山林

不動産、まき・まきストー
ブ販売

〝
使
い
た
く
な
る
〟仕
組
み
づ
く
り
で

持
続
的
な
森
林
保
全
を
実
現
す
る

︱
︱ 

ユ
ー
ザ
ー
は
、
加
盟
店
で「
Ｅ
ｃ
ｏ
Ｐ
ａ

ｙ
」決
済
を
す
る
だ
け
で
利
用
料
金
１
０
０
円
ご

と
に
Ｃ
Ｏ
２
約
１ｇ
の
削
減
に
貢
献
で
き
る
。
同

社
は
加
盟
店
か
ら
手
数
料
を
も
ら
い
、
こ
れ
を
原

資
に
地
域
の
森
林
か
ら
創
出
さ
れ
た
Ｊ-

ク
レ

ジ
ッ
ト
を
購
入
す
る
。
１
０
０
ha
の
森
林
か
ら
毎

年
５
０
０
ｔ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
生
み
出
さ
れ
る
場

合
、
１
ｔ
当
た
り
１
万
円
で
購
入
さ
れ
れ
ば
山
林

所
有
者
に
と
っ
て
は
毎
年
５
０
０
万
円
の
収
益
に

な
る
。

  「
一
過
性
の
環
境
貢
献
活
動
で
は
な
く
、
日
常
の

消
費
行
動
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
継
続
的
な
森

林
保
全
の
循
環
モ
デ
ル
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
域
の
森
を
守
る
意
義
の
あ
る
サ
ー
ビ

ス
と
は
い
え
、
加
盟
店
に
と
っ
て
の
直
接
的
な
メ

リ
ッ
ト
を
打
ち
出
せ
ず
、
普
及
に
は
課
題
が
残
り

ま
し
た
。
解
決
策
を
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
飲

食
店
に
は
昼
に
利
用
者
が
集
中
す
る
た
め
注
文
や

会
計
に
時
間
が
か
か
る
、
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
何
食

分
準
備
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
悩

み
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」

︱
︱ 

環
境
の
た
め
に
導
入
を
推
し
進
め
る
の
で

は
な
く
、
課
題
解
決
や
利
便
性
向
上
に
貢
献
す
る

こ
と
で
、〝
使
い
た
く
な
る
〟仕
組
み
に
な
る
と
考

え
た
。
そ
こ
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
だ
け

で
注
文
が
で
き
、
決
済
は「
Ｅ
ｃ
ｏ
Ｐ
ａ
ｙ
」で

行
う
モ
バ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー
サ
ー
ビ
ス「
も
ぐ
も
り
」

を
開
発
。
飲
食
店
で
は
注
文
や
会
計
業
務
の
省
人

化
が
実
現
し
、
販
売
実
績
の
集
計
も
容
易
に
な

る
。
直
近
で
は
、
京
都
府
庁
の
食
堂
で
導
入
が
開

始
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
。

  「〝
地
産
地
消
〟で
安
定
供
給
と
持
続
可
能
性
を

図
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
、
地
域
の
木
材
で
地

域
の
建
物
を
作
る
木
材
流
通
の
変
革
に
も
挑
戦

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
山
林
所
有
者
や
製
材
所
、

建
材
メ
ー
カ
ー
、
工
務
店
な
ど
、
川
上
か
ら
川

下
ま
で
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
建
材
の
受
注
か

ら
決
済
ま
で
一
気
通
貫
で
行
え
る
シ
ス
テ
ム『
も

り
チ
ョ
ク
！
』で
す
。
こ
の
仕
組
み
の
普
及
に
は
、

川
下
で
あ
る
工
務
店
が
使
い
や
す
い
仕
組
み
で
あ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
従
来
は
人
が
図

面
を
見
な
が
ら
行
っ
て
い
た
建
材
の
拾
い
出
し
を

Ａ
Ｉ
に
よ
り
自
動
化
し
ま
し
た
。
図
面
を
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
す
べ
て
の
建
材
の
数
量
と
概

算
見
積
も
り
が
提
示
さ
れ
、
発
注
も
可
能
で
す
。

業
務
効
率
化
の
一
環
と
し
て
活
用
が
進
め
ば
、
地

産
地
消
の
木
材
流
通
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
」

︱
︱ 

林
業
は
木
を
育
む
と
と
も
に
生
物
を
守
り
、

土
砂
災
害
を
防
ぐ
な
ど
多
く
の
公
的
な
役
割
が
あ

る
。
地
域
の
森
を
守
る
持
続
的
な
仕
組
み
を
地
域

の
中
に
つ
く
る
に
は
、
経
済
的
な
循
環
が
不
可
欠

だ
と
考
え
る
芦
田
氏
は
、
こ
れ
か
ら
も
次
の
世
代

に
引
き
継
げ
る
産
業
と
す
る
べ
く
、
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
展
望
を
語
っ
た
。

丸
太
を
出
荷
し
て
も
直
接
消
費
者
に
届
く
わ
け
で

は
な
く
、
付
加
価
値
も
出
し
に
く
い
。
60
年
か
け

て
商
品
を
作
る
林
業
を
儲
か
る
産
業
に
変
え
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
２
０
２
２
年
に
家
業
を
継
ぐ

決
意
を
し
、
人
と
森
を
つ
な
げ
て
林
業
で
利
益
を

生
み
出
す
た
め
の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
」

︱
︱ 

最
初
に
着
手
し
た
の
が
、「
森
林
経
営
計
画
」＊

の
策
定
だ
。
従
来
は
山
林
所
有
者
か
ら
依
頼
さ
れ

た
伐
採
作
業
を
請
け
負
う
事
業
形
態
だ
っ
た
が
、

森
林
経
営
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
森
林
の
管
理
、

施
業
の
提
案
か
ら
補
助
金
活
用
ま
で
同
社
が
主
体

的
に
森
林
経
営
を
担
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
森
林

を
長
期
的
な
視
点
で
管
理
・
経
営
で
き
る
立
場
に

な
り
事
業
の
持
続
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

  「
新
規
事
業
に
取
り
組
む
た
め
、『Eco Forest 

Friendly

』と
い
う
新
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

木
製
品
の
販
売
や
植
林
体
験
、
木
工
教
室
の
開
催

な
ど
、
地
域
の
お
金
を
地
域
の
森
に
還
元
す
る
と

い
う
循
環
を
構
築
す
る
た
め
、
様
々
な
事
業
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
注
力
し
て
い
る
の
が
、

適
切
に
管
理
さ
れ
た
森
林
か
ら
得
ら
れ
た
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
を
環
境
価
値
と
し
て
認
証
し
、
売
買
で
き

る〝
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
〟で
す
。
山
林
所
有
者
に

と
っ
て
は
新
た
な
収
益
源
と
な
り
、
企
業
な
ど
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
オ

フ
セ
ッ
ト（
相
殺
）で
き
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
を

無
理
な
く
地
域
経
済
に
組
み
込
む
た
め
に
開
発
し

た
の
が
、
ス
マ
ホ
向
け
決
済
ア
プ
リ『
Ｅ
ｃ
ｏ
Ｐ

ａ
ｙ
』で
す
」

60
年
か
け
て
育
て
る
森
で

〝
儲
か
る
〟仕
組
み
を
つ
く
り
た
い

︱
︱ 

日
本
の
重
要
な
産
業
の
一
つ
で
あ
る
林
業
。

し
か
し
、
植
林
か
ら
伐
採
ま
で
に
お
よ
そ
60
年
と
事

業
サ
イ
ク
ル
が
長
く
、
林
道
整
備
、
下
刈
り
や
間

伐
な
ど
の
保
全
作
業
に
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
収
益
性

が
低
い
の
が
現
状
だ
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
人
手
も

集
ま
り
に
く
く
、
結
果
と
し
て
生
産
量
が
減
少
す
る

と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
も
起
き
て
い
る
。
そ
ん
な

林
業
の
課
題
を
解
決
し〝
儲
か
る
産
業
〟へ
の
変
革

に
挑
戦
し
て
い
る
の
が
、
株
式
会
社
あ
し
だ
で
あ
る
。

  「
豊
か
な
山
々
に
囲
ま
れ
た
京
都
府
南
丹
市
で
、

祖
父
の
代
か
ら
原
木
を
生
産
す
る
林
業
会
社
を
営

ん
で
き
ま
し
た
。
日
本
の
林
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
く
、
地
域
の
同
業
者
は
創
業
当
時
51
社
に

上
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
当
社
の
み
で
す
。
同

じ
一
次
産
業
で
も
、
Ｂ
to
Ｃ
で
価
値
の
訴
求
が
可

能
な
コ
メ
な
ど
の
農
産
物
と
は
異
な
り
、
林
業
は

株
式
会
社
あ
し
だ

新たな収益源として
森林クレジットを活用した

決済アプリを開発

森林経営計画の策定で
受け身の林業から脱却

業務課題の解決と森林保全を両立する
仕組みでサービス導入を促進

ここが注目ポイント

地域のお金で地域の森を守る！
“森林クレジット”の活用で
儲かる林業に挑む

常務取締役　

芦田 拓弘氏

人と森をつなげる仕組みづくりで持続可能な林業を目指す
日常生活で森林クレジットを購入できるスマホ向け決済アプリ
「EcoPay」の仕組み

飲食店向けモバイルオーダーサービス「も
ぐもり」の流れ工務店が使いやすい仕組みにするために「もりチョク！」では建材の拾い出しをデジタル化

ヨーロッパでは地域が地域の森を守るという考えや仕組みが当たり前。それを日本でも

地域のお金を、地域の森へ

地域のお金が森へ入る

木材と森林クレジット
地域で使う

豊かな森林が育つ

森の価値が地域へ還元される

森を整備する

生物
多様性

水源
涵養

CO2
吸収

住民 企業 店舗・
事業者

林業
会社

地域の自然が守られる 地域経済の活性化

雇用の創出 次世代へつなぐ

EcoPay 

2.0%
(2.0 )

1t-CO2=10,000円
→1g=0.01円で購入

1.99

スタンプカード/クーポン発行
お知らせ機能 /EC出品機能

林業

国店舗顧客

自治体
企業

保
全
促
進

Ｃ
Ｃ
購
入

環
境
貢
献

媒
体
提
供

1g-CO2の環境貢献

決済手数料
2.0％（2.0円）

地域の森から
CCを創出/活用
森林保全の促進

カーボンニュートラル
地域経済活性化/貢献
CSR事業の推進

お得に
環境貢献し
地域通貨で
売上アップ

1t-CO2=10,000円
→1g=0.01円で購入

オフセット
証明

1.99円
の収益 オフセット

申請
1g-CO2

EcoPay
払い

商品100円

CC ＝カーボンクレジット

デジタル商品券 /抽選、ラリー機能
10％増額付与、キャンペーン施策

② スマホで注文・決済

③ お店へ注文が届く

お客様のスマートフォンで
QRコードを読み取ります

① テーブルのQRを読み取る

メニューを選んで注文
決済はEcoPayで簡単に

② スマホで注文・決済

注文情報がリアルタイムで
お店の端末に送信されます

③ お店へ注文が届く

● 注文受付の省人化
● 会計業務の省人化
● 店舗運営の効率化

店舗の
課題を解決

図面をアップロードするだけで、
必要な材料をデータ化

INPUT AI解析画面
平面図 屋根

外壁

サッシ

ドア

床

断熱材基礎

構造材
（柱・梁・土台）

立面図

PDF図面

OUTPUT

材料データを構造・
部位ごとに自動で整理・蓄積

木
材

断
熱
材

サ
ッ
シ

床
材

ド
ア

そ
の
他
建
材

数量 寸法 概算金額
木材
（柱）

45
本

105×105
×3,000 126,000

木材
（梁）

32
本

105×240
×4,000 98,000

サッ
シ

12
カ所

W1,690×
H1,830 240,000

ドア 4カ
所

W850×
H2,030 80,000

断熱
材

120
㎡

t105×910
×1,820 144,000

床材 98
㎡

t15×303
×1,818 86,000

… … …

etc.



＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

編集室より

■	送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
	 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
住友林業　建材マンスリー

Kenzai Monthly October 2026 10

10月はノーベル賞の発表シーズン。世界を変えるような発見や技術に注目が集
まります。一方、ノーベル賞のパロディーとして「人を笑わせ考えさせる」研究
に贈られるイグノーベル賞が9月に発表され、日本人による「鼻のかみ方」の研
究が医学賞を受賞しました。思わず笑ってしまうテーマですが、こうした身近
の「なぜ？」が製品やサービスの進化につながるはず。私も日々の小さな気づき
に目を向けて、世界を変えるかもしれない“芽”を見つけてみたいものです。（Ｅ）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　名古屋中央支店　名駅北展示場

　国土交通省が公表した令和9年度予算概算要求のうち、
住宅局関係の概算要求は、4,187億円（前年度当初予算の
約2.4倍）となった。新たな住生活基本計画（全国計画）を
背景に、基本方針では5本の重点施策を柱としている。5

本の柱は①～⑤の通り。新規事業として7つの事業も創設
される。
① 住まい・くらしの安全確保、良好な市街地環境の整備
② 既存ストックの有効活用と流通市場の形成
③ 誰もが安心して暮らせる多様な住まいの確保
④ 住宅・建築物分野の省エネ・脱炭素取り組みの推進
⑤ 供給力強化に向けた担い手の確保・生産性の向上

「令和9年度住宅局関係の予算概算要求」に、7本の新規事業を計上
 —— 国土交通省

「JUCORE見積」に“取引先連携機能”を追加
 —— 住友林業株式会社

　住友林業は建築業界に特化したクラウド見積ソフトウエ
ア「JUCORE（ジュコア）見積」に新たな機能“取引先連
携機能”を追加し、提供を開始した。新機能により建材・
住宅設備などのメーカー、建材流通店、工務店・ビルダー
などの事業者間で見積依頼から回答、見積作成、関連資料
の共有、進捗の一元管理が可能となった。見積業務の省力
化、脱・属人化、データの共有・可視化により、建築業界
の見積業務の標準化・効率化を推進する。
■ 新機能の特長
①見積データ連携による業務標準化と効率化
　物件ごとに見積依頼から回答
までを同一プラットフォーム上
で管理することで、入力された
見積情報が双方に反映される。
再入力の手間やミスが減り、見
積業務の標準化と効率化が期待
できる。
②見積業務の進捗をリアルタイ
ムで確認
　依頼側・受領側の双方が案件

の進捗状況をシステム上でリアルタイムに確認でき、見積
依頼の受付・回答状況の可視化により、電話やメールによ
る個々の確認業務を削減する。回答期限を超過した案件に
は期限超過のマークが自動表示される。
③図面や写真など関連資料をまとめて共有
　見積案件ごとに図面や写真などの関連資料も見積書と併
せてクラウド上で一元管理・共有できるストレージ機能を備
える。アップロードした資料は
ウイルススキャンに対応してお
り、受け渡しも安全に行える。

● 住宅局関係の新規事業
① 住まい・

くらしの
安全確保

密集集落防災事業
延焼リスクが高い地域を対象に防災性向上・住環境整備などを図り、
持続可能な集落などの整備を行う事業。

② 既存
ストックの
有効活用

住宅ストックを活用した賃貸住宅融資制度の創設
住宅金融支援機構において、住宅ストックを活用した賃貸住宅融資制
度を創設し、空き家のサブリース事業や比較的良い状態の空き家を賃
貸流通させる取り組みなどを金融面から支援。

③ 安心して
暮らせる
住まい
の確保

みんなが安心して良い住宅セーフティネットを
提供できる環境整備モデル事業

地方公共団体との一定の連携を前提に、居住サポート住宅の供給促進
を図る先導的な取り組みや、発展的な居住サポート住宅の活用に資す
る先導的な取り組みに対する支援を行う事業。

④ 省エネ・
脱炭素

取り組み
の推進

みらいエコ住宅2027事業
2030年度以降の「新築住宅におけるZEH水準に相当する省エネ性能
の確保」を確実に実現するため、ZEH水準の省エネ性能が確保された
住宅の新築及び既存住宅の省エネ改修などを支援する事業。

④ 省エネ・
脱炭素

取り組み
の推進

建築物ライフサイクルカーボン削減推進事業
建築物のライフサイクルでの温室効果ガス排出量削減のため、新築・
増改築、改修事業において既存躯体の活用、低炭素建材の採用など、
省エネ・省資源・脱炭素への取り組みの費用を支援する事業。

⑤ 担い手の
確保・生産性

の向上

建設産業の供給力強化事業
建設産業の供給力強化のための関係団体などによる総合的な取り組み
を加速化するため、中長期的な計画の策定やそれを踏まえた取り組み
の実証・加速化などを支援する事業。

⑤ 担い手の
確保・生産性

の向上

先導的公的賃貸住宅持続的運営モデル事業
公営住宅などの公的賃貸住宅の整備・維持管理などのライフサイクル
全体において、AIやドローンなどを用いた先導的な技術などを導入し、
生産性向上を図る取り組みに対して支援を行う。

● 「JUCORE見積」の取引先連携イメージ

● 問い合わせ先
JUCORE 見積

見積依頼の受付から回答
までを効率化し、対応状
況を可視化。対応漏れや
確認作業を削減し、迅速
な見積回答を支援します。

見積作成・管理業務を効
率化し、営業活動に集中
できる環境へ。取引先と
のやり取りを一元化し、
業務負荷を軽減します。

JUCORE 見積JUCORE 見積
メーカー 建材流通店 工務店/ビルダー

複数業者への見積依頼状
況も一元管理が可能。見
積取得の効率化だけでな
く、物件ごとの原価・利
益管理を支援します。

見積依頼

見積回答

見積依頼

見積回答
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季節調整済
年率換算（全国）

資 料 室

新  設  住  宅  計
建築主別

8月
対前年同月比 5月6月7月対前々年同月比

利用
関係別

資金別

構造別

公共
民間
持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建
民間資金
公的資金

木造
非木造
鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2026年8月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減

プレハブ
2×4

2026年

2×4、
プレハブ戸数

（利用別・千戸）

0
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分譲戸建

2025年 2025年 2026年2026年
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木造戸建
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(%)

-20.0
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0
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30.0
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50.0

木造戸数 木造前年同月比
木造戸建前年同月比

▲ 2,84963,974
759

63,215
17,713
28,309
1,114
16,838
6,475
10,182
58,667
5,307
282

1,198
463

3,364
39,392
24,582
255

16,137
8,166
15
9

66,439
984

65,455
17,730
30,164
337

18,208
7,448
10,578
61,168
5,271
975

1,201
0

3,095
39,547
26,892
176

18,165
8,511
28
12

66,344
1,047
65,297
18,553
30,253
327

17,211
6,048
10,861
60,447
5,897
545

1,373
472

3,507
39,407
26,937
221

17,778
8,919
10
9

57,877
427

57,450
15,708
25,175
394

16,600
6,575
9,824
52,929
4,948
387

1,169
0

3,392
34,645
23,232
216

16,057
6,927
22
10

3,699
627

3,072
181

1,724
775

1,019
327
706

3,122
577
174

▲ 174
463
114

2,346
1,353
▲ 188
1,259
298
▲ 18

2

331
▲ 3,180
▲ 1,888
▲ 630

71
▲ 402

▲ 1,026
604

▲ 3,575
726
▲ 40
▲ 276
463
579

▲ 334
▲ 2,515
▲ 372

▲ 1,879
▲ 213
▲ 27
▲ 24

6.1% ▲ 4.3%
475.0%
5.1%
1.0%
6.5%

228.6%
6.4%
5.3%
7.5%
5.6%
12.2%
161.1%
▲ 12.7%

―
3.5%
6.3%
5.8%

▲ 42.4%
8.5%
3.8%

▲ 54.5%
28.6%

77.3%
▲ 4.8%
▲ 9.6%
▲ 2.2%
6.8%

▲ 2.3%
▲ 13.7%

6.3%
▲ 5.7%
15.8%

▲ 12.4%
▲ 18.7%

―
20.8%
▲ 0.8%
▲ 9.3%
▲ 59.3%
▲ 10.4%
▲ 2.5%
▲ 64.3%
▲ 72.7%

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

2025年

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

2025年 2026年

8月

7,792

7,328

9月

9,033

7,671

10月

8,668

7,998

11月

7,050

6,954

12月

7,356

7,137

1月

7,014

7,074

2月

6,989

7,418

3月

8,103

7,888

4月

7,977

6,932

5月

6,553

6,723

6月

7,181

8,509

7月

7,719

7,925

8月

7,724

8,227

8月

21,510

7,395

20,669

10,701

9月

23,009

6,924

22,764

10,873

10月

27,269

7,860

23,432

13,310

11月

20,146

6,966

21,928

10,484

12月

22,050

7,017

20,718

12,333

1月

22,177

6,329

18,580

8,812

2月

21,963

6,716

19,115

9,836

3月

24,214

6,881

20,928

11,472

4月

23,880

7,520

20,542

10,627

5月

22,882

6,810

19,120

9,065

6月

24,952

7,363

23,477

10,552

7月

25,234

7,348

22,605

11,252

8月

23,495

8,211

20,248

12,020
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